	南病棟　チームカンファレンス記録
	院　長
	課　長
	主　任

	

	
	
	
	
	

	平成　１７年　１２月　２９日　　（木）


	
	
	
	


               　司会者　杉澤　八重子　　　　　　　　　　　　記録者　中野　円香　　　　　
	松沢
	小向
	西山
	木村
	杉澤
	中野
	小泉
	清川
	小笠原
	玉木
	高森
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	準夜
	公休
	会議
	○
	○
	○
	公休
	年休
	CD留守
	深夜

	石橋
	山本
	浦田
	三本木
	森崎
	日向端
	荒木田
	及川
	山地
	沼端
	　鈴木
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	公休
	準夜
	CD留守
	公休
	欠勤
	公休
	公休
	深夜
	公休

	　仲村
	神代
	漆舘
	上口
	佐々木
	金沢
	高田
	立里
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	Ａ留守
	深夜
	欠勤
	準夜
	公休
	業務
	業務
	○
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· インフルエンザ予防接種予診表について

　　　記入漏れのある箇所があります。印を付けていますので、ご家族来院時記載して頂いて下さい。予診表は各ユニット毎に分けて置いています。

· 高齢者の音楽療法セミナーのお知らせが来ています。興味のある方は是非参加して下さい。締め切りは2006年1月15日（日）となっています。

· 三上先生の勤務について→12/31～1/3まで休みとなっています。指示受けなどは前もって行っておいてください。

· 納会について

日時：12/30（金）

時間：17：20～18：30

場所：青南病院4Ｆユーティリティー

当日、出勤の職員は参加するようにして下さい。ビンゴカードは１枚１００円で前売りとなっています。購入は各施設納会担当者まで各自で問い合わせてください。

＜回想法報告＞

· クリスマスについて行っています。

· ＡＭ

· 槇　　滋様：「戦争の時は外国の行事はやらないんだ」と言われていますが最後まで参　

加する事できています。

· 五十嵐　タイ様：「プレゼントたくさん買った、子供の枕元にプレゼントを置いてあげ　　

た」など表情良く話されています。

· 石橋　ツル様：初参加という事で自己紹介を促していますが、自分から話する事ができ　

ず、スタッフ側からの声掛けが必要です。立ち歩き等はなく、最後まで参加する事ができています。自ら話す事はありませんが、話を振ると、頷いたりしています。

· ＰＭ

· 田村　耕一様：最近怒りっぽい様子がありますが、穏やかに参加する事ができています。　　

他者の発言を聞き、相づちを打っています。

· 板垣　富蔵様：初参加しています。他者の発言を聞き、相づちを打ったり、自ら発言し　

たりと穏やかに参加しています。

· 久保田　トミエ様：「喋れないんですよ」と言われますが、自ら話題を出したりと話好

きな様子見られます。戦争時代の配給の物資の話をされています。適度に交流見られ、表情良く参加しています。

· 次回の回想法は1/7日に行います。

＜心理検査報告＞

· 久保田　トミエ様　ＭＭＳ　19点・ＨＤＳ-Ｒ　17点

　　　日付や場所など曖昧な所がありムラがある。簡単な事は自分でできている。

· 松浦　佐恵子様

　　　「分からない」との発言が多く、途中から拒否的となり中断している。

· 吉田　正太郎様　ＭＭＳ　13点・ＨＤＳ-Ｒ　1点

　　　「耳が聞こえないからできない」との発言が多く、自信がなさそうな様子が見られる。日付は全く分からず、場所は「青森、八戸」程度理解できている。

· 長根　實様　ＭＭＳ　5点・ＨＤＳ-Ｒ　0点

　　　日付、場所、年齢等全く分からない。言葉の指示に従う事はかろうじて可能。物を見る問題はできている。字は書けない。

＜ノロウイルスについて＞

· ノロウイルス食中毒とは？

· 冬から春先にかけて発生する。食べてから１～２日で嘔気・嘔吐、腹痛、下痢、軽度の発熱などが起こる。

· 感染経路

· 患者の腸内で増殖し、便に排出される。そして、下水を通じて河川、海へと流れ、カキ等の二枚貝の内臓蓄積される。

· ノロウイルスで汚染された二枚貝を生や不十分な加熱調理で食べる事により、また、手や調理器、患者の便や嘔吐からの二次汚染により食中毒になる。

· 感染防止と予防

1、 加熱処理で感染防止。→ノロウイルスは熱に弱い。

2、 手洗い励行。　　　　→トイレ後、調理前、食事前にはよく手を洗う事が大切。

3、 二次感染に注意。　　→患者の便や嘔吐物などの処理の際は、手に触れない様に注意。

　　　　　　　　　　　　　使用した雑巾などは塩素系漂白剤に浸し、消毒する。







































































































